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1.概要 

 本市は、二酸化炭素排出実質ゼロに取り組む「ゼ

ロカーボンシティ宣言」を表明した。市民一人当た

りの二酸化炭素排出量を 3800KG（2018 年）から

2850KG（2030 年）に減少する目標を立てている。

はちエコポイントの利用促進とともに、植物を配

布することで二酸化炭素の削減を目指す。そのた

めに、はちエコポイントの会員数をより増やすた

めに協賛を募って大量のモリンガを用意し配布す

るイベントを行う。 

 

２．はじめに 

 本市は、令和 4年 2月 10日に 2050年二酸化炭

素排出実質ゼロに取り組む「ゼロカーボンシティ宣言」

を表明している。八王子は市民一人当たりの二酸化

炭素排出量を 3800kg(2018 年)から 2030 年

2850kg に減少される目標を立てており、一般市民

に協力を促す取り組みもされている。意識時の醸成・

省エネ住宅の推進・環境配慮行動の推進である。特

に私たちは、意識時の醸成・環境配慮行動の推進に

注視し、はちエコポイントをより推進できるよう取り組

みを提案する。 

 

３．八王子市の取り組みと二酸化炭素削減率の現状 

 現在本市が行っているゼロカーボンシティを目指す

政策として、電気自動車や燃料自動車を利用する個

人や事業者に対しての補助金、省エネ性能の高い住

宅の新築や改装に対する補助金、緑のカーテンコンテ

スト、家庭でできる省エネ行動、ゼロカーボンシティを

周知するラッピングバスの運行などが挙げられる。こ

のように本市は市民が環境に配慮する意識を高める

ような政策を積極的に行っていると言える。また二酸

化炭素排出量の削減率の目標としては、2013 年度

を基準年として 2030 年までに 33.1%としており、

2019 年度の実績は 16.1％となっている。2030 年

度の目標を達成するためにはおよそ 27％の二酸化

炭素の削減が必要である。 

 

４.配布する植物について 

 配布する植物は「モリンガ」を想定している。モ

リンガは、モリンガの樹木 1 本で年間約 117kg の

CO2 を吸収し、その CO2 量は杉の約 14 倍（自家用

車が約 107km 走行時・エアコンが 468 時間運転時

の CO2 排出量と同程度）だという。その要因の一

つは「ジャックと豆の木」のモデルになった木とも

いわれるくらい、モリンガの成長が早いことであ

る。モリンガの葉は収穫しても 1 ヶ月～1 ヶ月半

も経てば元通りに生えてくるため、1 年間に 10 回



ほど収穫することができ、早く成長するために、必

要な CO2 量も大きいと考えられる。さらに、「奇跡

の木」「生命の木」などと言われ、これまでに発見

された可食植物の中で最も栄養価が高いといわれ

る基本栄養価の豊富さで、特にその葉はビタミン

Ｃが豊富であり、鉄分であればほうれん草、カルシ

ウムであれば牛乳、ビタミンＡであればニンジン

など、基本栄養素を多く含むとされる素材を超え

る量を含んでいる。モリンガは単一の素材である

ものの幅広い栄養素を豊富に含んでいることから、

栄養価の高い伝統的な素材として国際連合食糧農

業機関（FAO）より子供などの栄養状態改善に利用

を推奨される。配布し育てられたモリンガを活用

する方法を考えることができれば２次活用が可能

であり、様々な機能を持つモリンガはマスコミに

取り上げられやすいと考える。 

 

※モリンガ・/ 

https://www.table-source.jp/column/moringa/ 

 

５．目的と方法 

 この提案は、はちエコポイントの利用促進とと

もに、植物を配布することで二酸化炭素の削減を

目指すことが目的である。具体的にどのように「は

ちエコポイント」の利用を促進していくかを説明

する。まず、同取り組みを知ってもらうために話題

になる必要がある。そのために、樹木になると杉の

約 14 倍の二酸化炭素を吸収し、スーパースードと

も知られている「モリンガ」を１世帯に１つ配布す

る。その施策の効果として、考えられるのがまず話

題性である。市が市民に対してカーボンニュート

ラル実現に向けて観葉植物を配布するとなればテ

レビや新聞、SNS で話題になるだろう。市民協働で

環境に優しいイメージを伝えることができれば、

市のイメージアップとマスコミに取り上げてもら

うことで広告効果にも期待する。そして、配布した

モリンガが適切に管理されているかは、はちエコ

ポイントのシステムを活用する。適切に管理され

たモリンガにはポイントを配布し、二酸化炭素の

排出量を計算する。市民協働の取り組みとみて、カ

ーボンクレジットに変換することができれば更に

活用方法は広がるだろう。 

 

６.終わりに 

 二酸化炭素の吸収率の高いモリンガを八王子市

民に配布し、市民がモリンガを育てることで、は

ちエコポイントのさらなる利用の促進とともに二

酸化炭素排出の削減に取り組み、2050 年に向けて

ゼロカーボンシティを実現する。 
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